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二
〇
一
一
年
度
の
調
査
で
は
、
北
側
廊
お
よ
び
北
側
翼
廊
に
つ
い

て
堆
積
物
を
除
去
し
、昨
年
の
発
掘
と
同
レ
ベ
ル
ま
で
掘
り
下
げ
た
。

こ
の
作
業
に
よ
り
あ
ら
た
に
碑
文
数
点
が
発
見
さ
れ
、
ま
た
そ
の
知

見
に
照
ら
し
、
昨
年
度
発
見
の
碑
文
に
も
新
た
な
碑
文
を
見
い
だ
し

た
。
発
掘
シ
ー
ズ
ン
の
終
了
時
に（
一
）の
葬
礼
記
念
碑
が
フ
ェ
テ
ィ

エ
博
物
館
の
保
管
庫
に
運
ば
れ
た
以
外
は
、
移
動
可
能
な
も
の
は
教

会
聖
堂
北
側
の
空
き
地
に
設
け
ら
れ
た
石
材
の
仮
置
き
場
に
移
さ
れ

た
。
今
な
お
壁
材
等
の
部
材
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
も
の

に
つ
い
て
は
そ
の
場
に
残
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、概
要
を
報
告
す
る
。

（
一
）
北
翼
廊
第
二
室
小
祭
壇
Ｄ
付
近
か
ら
発
見
さ
れ
た
円
柱
状
の

葬
礼
記
念
碑
（
図
１
ａ
・
図
１
ｂ
・
図
１
ｃ
）

　

北
翼
廊
の
第
二
室
小
祭
壇
Ｄ
の
南
、
聖
堂
東
壁
近
く
か
ら
、
直
径

〇
・
三
五
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
、
高
さ
〇
・
五
九
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
円
筒
形

の
葬
礼
記
念
碑
が
、
ほ
ぼ
完
全
な
状
態
で
発
見
さ
れ
た
。
発
見
場
所

が
祭
壇
部
に
近
い
こ
と
か
ら
、
聖
具
等
を
置
く
台
と
し
て
転
用
さ

れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
文
字
の
大
き
さ
は
〇
・
〇
一
九
～

〇
・
〇
二
メ
ー
ト
ル
。
文
字
は
克
明
に
刻
ま
れ
、
横
線
が
く
さ
び
形

に
曲
が
っ
た
ア
ル
フ
ァ
、三
本
の
横
線
の
み
で
構
成
さ
れ
た
ク
シ
ー
、

左
右
の
縦
線
の
長
さ
が
等
し
い
パ
イ
、
リ
ボ
ン
を
結
ん
だ
よ
う
な
形
の

フ
ァ
イ
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
の
下
に
水
平
線
が
引
か
れ
た
形
の
オ
メ
ガ
が
用

　

ト
ロ
ス
司
教
座
聖
堂
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概
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二
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い
ら
れ
て
い
る
。
碑
文
は
全
体
で
一
一
行
に
わ
た
る
。
夫
で
あ
る
フ
ィ

ロ
ー
タ
ス
、息
子
の
ヒ
ッ
ポ
ロ
コ
ス
、二
人
の
孫
カ
リ
ア
ナ
ク
ス
と
フ
ィ

ロ
ー
タ
ス
が
、
死
者
で
あ
る
ア
デ
イ
マ
ン
ト
ス
の
娘
ラ
リ
オ
ー
の
た
め

に
建
て
た
記
念
碑
で
あ
る
。
男
性
は
、
死
者
の
父
親
を
含
め
、
す
べ
て

ギ
リ
シ
ア
名
を
も
っ
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
ラ
リ
オ
ー
と
い
う
名

は
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
類
似
の
名
前
は
、
ト
ロ
ス
を
含
め

て
リ
キ
ア
地
方
で
と
く
に
多
く
知
ら
れ
て
い
る
（
１
）
。

（
二
）
北
側
廊
か
ら
発
見
さ
れ
た
建
築
部
材
（
34
、
図
２
ａ
お
よ
び

図
２
ｂ
）

　

高
さ
最
大
〇
・
一
九
メ
ー
ト
ル
、
幅
、
上
部
〇
・
二
一
メ
ー
ト
ル
、

下
部
〇
・
三
七
メ
ー
ト
ル
、
厚
さ
最
大
〇
・
二
九
メ
ー
ト
ル
。
文
字
の

大
き
さ
約
〇
・
〇
二
メ
ー
ト
ル
。
横
線
が
く
さ
び
形
に
曲
が
っ
た
ア

ル
フ
ァ
、
三
本
の
横
線
の
み
で
構
成
さ
れ
た
ク
シ
ー
、
左
右
の
縦
線

の
長
さ
が
等
し
い
パ
イ
、
と
い
っ
た
字
体
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
三

行
の
み
容
易
に
読
め
る
が
、
上
部
は
部
材
と
し
て
再
利
用
さ
れ
た
際

に
削
ら
れ
た
痕
跡
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
底
部
は
水
平
に
切
り
落
と
さ

れ
、
ノ
ミ
跡
が
残
さ
れ
て
い
る
。
読
み
取
り
可
能
な
文
字
か
ら
皇

帝
へ
の
奉
献
碑
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
一
行
目
に[---ΣΕΒ]Α

ΣΤΩ
Ι 

ΓΕΡΜ

4[Α
Ν

ΙΚΩ
Ι---]

、
二
行
目
に
「［
護
民
官
？
］
職
権
」

（[---Δ
ΗΜ

Α
ΡΧΙΗ]Σ ΕΞΟ

ΥΣΙΑ
[Σ---]

）、
三
行
目
にΣΣΗΣΠΑ

が

読
め
る
。

（
三
）
北
側
廊
か
ら
発
見
さ
れ
た
建
築
部
材
（
６
、図
３
ａ
・
図
３
ｂ
）

　

直
方
体
に
近
い
形
の
建
築
部
材
と
し
て
再
利
用
さ
れ
た
ブ
ロ
ッ
ク

で
、
碑
文
の
刻
ま
れ
て
い
る
面
は
、
高
さ
〇
・
二
八
メ
ー
ト
ル
、
幅

最
大
〇
・
二
メ
ー
ト
ル
。
文
字
の
大
き
さ
は
〇
・
〇
二
六
～
〇
・
〇
三

メ
ー
ト
ル
。
丸
み
を
帯
び
た
イ
プ
シ
ロ
ン
、
楕
円
形
の
オ
ミ
ク
ロ
ン

が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
ア
ル
フ
ァ
と
ラ
ム
ダ
の
右
線
は
、
左
右
が
交

差
す
る
地
点
か
ら
斜
め
上
に
飛
び
出
し
て
い
る
。
全
体
に
か
な
り
目

立
つ
セ
リ
フ
で
装
飾
さ
れ
て
い
る
。
現
存
す
る
の
は
四
行
で
、
二
行

目
か
ら
四
行
目
に
は
対
格
形
の
人
名
の
一
部
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
碑

文
の
性
格
に
つ
い
て
は
現
時
点
で
は
不
明
で
あ
る
。

（
四
）
北
側
廊
か
ら
発
見
さ
れ
た
建
築
部
材
（
20
、
図
４
）

　

直
方
体
に
近
い
形
の
建
築
部
材
と
し
て
再
利
用
さ
れ
た
ブ
ロ
ッ

ク
。
碑
文
の
刻
ま
れ
て
い
る
面
は
、
高
さ
〇
・
二
メ
ー
ト
ル
、
幅
最

大
〇
・
二
六
メ
ー
ト
ル
。
厚
さ
は
約
〇
・
四
二
メ
ー
ト
ル
。
文
字
三
行

分
が
残
る
。文
字
の
大
き
さ
は
〇
・
〇
三
二
～
〇
・
〇
三
四
メ
ー
ト
ル
。

オ
ミ
ク
ロ
ン
は
大
き
な
真
円
に
近
い
字
体
が
用
い
ら
れ
、
オ
ミ
ク
ロ

ン
以
外
の
文
字
は
す
べ
て
セ
リ
フ
で
装
飾
さ
れ
て
い
る
。
一
行
目
の

文
字
に
か
ぶ
さ
る
よ
う
に
し
て
上
部
お
よ
び
右
側
に
装
飾
と
思
わ
れ

る
五
ミ
リ
程
度
の
幅
の
溝
掘
り
が
残
さ
れ
て
い
る
。
文
字
が
無
視
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
教
会
聖
堂
の
建
築
部
材
に
転
用
さ
れ
る
以
前

に
も
何
ら
か
の
再
利
用
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
現
時
点
で
碑
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文
の
性
格
は
不
明
で
あ
る
。

（
五
）
教
会
聖
堂
北
外
壁
の
南
面
（
内
側
）
の
壁
材
と
し
て
用
い
ら

れ
た
碑
文
（
図
５
）

　

北
側
廊
の
堆
積
物
を
除
去
し
た
こ
と
で
建
築
部
材
と
し
て
再
利
用

さ
れ
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
な
い
し
建
造
物
の
断
片
の
碑
文
が
あ
ら
わ
に

な
っ
た
。
上
下
逆
さ
ま
に
は
め
込
ま
れ
て
い
る
。
露
出
し
て
い
る
部

分
に
つ
い
て
、
高
さ
〇
・
五
二
メ
ー
ト
ル
、
幅
は
上
部
約
〇
・
六
メ
ー

ト
ル
、
下
部
約
〇
・
五
メ
ー
ト
ル
。
文
字
の
大
き
さ
は
〇
・
〇
六
三
～

〇
・
〇
八
七
メ
ー
ト
ル
。
現
存
す
る
三
行
の
碑
面
は
階
段
状
に
な
っ

て
お
り
、
一
番
高
い
の
が
一
行
目
、
二
行
目
と
三
行
目
は
そ
れ
ぞ
れ

〇
・
〇
〇
九
五
メ
ー
ト
ル
ず
つ
掘
り
下
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
行
の

高
さ
は
、
一
行
目
が
〇
・
〇
九
三
メ
ー
ト
ル
、
二
行
目
が
〇
・
〇
九
一

メ
ー
ト
ル
、
三
行
目
が
〇
・
〇
八
三
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
横
線
が
く

さ
び
形
に
曲
が
っ
た
ア
ル
フ
ァ
、
真
円
に
近
い
大
き
な
オ
ミ
ク
ロ

ン
、
左
右
の
縦
線
の
長
さ
が
等
し
い
パ
イ
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
文

字
は
深
く
明
瞭
に
、
整
っ
た
字
体
で
刻
ま
れ
て
い
る
。
一
行
目
の

ΚΑ
ΤΕ

の
前
に
専
門
の
石
工
の
手
に
な
る
で
あ
ろ
う
丁
寧
な
削
り
跡

が
残
さ
れ
て
い
る
。
消
さ
れ
た
文
字
は
そ
の
セ
リ
フ
の
痕
跡
か
ら

Ο
Σ

で
終
わ
る
単
語
と
推
測
さ
れ
る
が
、
お
そ
ら
くΚΑ

ΤΕ

で
始
ま

る
動
詞
の
主
体
で
あ
り
、
ま
た
、
字
の
大
き
さ
や
入
念
な
石
刻
か

ら
、
こ
の
都
市
に
し
か
る
べ
き
規
模
の
建
築
物
を
建
て
、
後
に
「
記

憶
の
抹
消
」
を
受
け
た
皇
帝
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。〔---Ο

Σ

〕 
ΚΑ

ΤΕ[ΣΚΕΥΑ
ΣΕΝ

 κτλ.]

と
復
元
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
六
）
教
会
聖
堂
北
外
壁
の
南
面
（
内
側
）、
翼
廊
の
最
奥
の
壁
材
に

使
わ
れ
た
碑
文
（
図
６
）

　

石
材
の
上
に
塗
ら
れ
た
モ
ル
タ
ル
の
隙
間
か
ら
わ
ず
か
に
数
文
字

が
見
え
る
だ
け
で
あ
る
。上
下
逆
転
し
た
形
で
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
。

中
央
の
オ
ミ
ク
ロ
ン
と
ユ
プ
シ
ロ
ン
が
完
全
に
露
出
し
て
お
り
、
両

隣
の
文
字
が
一
部
読
め
る
状
態
に
な
っ
て
い
る
。
オ
ミ
ク
ロ
ン
は
直

径
〇
・
〇
六
五
メ
ー
ト
ル
、ユ
プ
シ
ロ
ン
は
高
さ
〇
・
〇
六
メ
ー
ト
ル
。

（
七
）北
側
廊
か
ら
発
見
さ
れ
た
建
築
部
材
に
刻
ま
れ
た
文
字（
図
７
）

　

ほ
ぼ
直
方
体
の
石
材
の
右
端
に
イ
プ
シ
ロ
ン
の
文
字
。
石
の
大
き

さ
は
高
さ
最
大
〇
・
二
七
メ
ー
ト
ル
、
幅
〇
・
四
六
～
〇
・
四
九
メ
ー

ト
ル
、
厚
さ
最
大
〇
・
二
八
メ
ー
ト
ル
。
文
字
の
高
さ
は
〇
・
〇
三
七

メ
ー
ト
ル
。
建
築
時
の
記
号
と
思
わ
れ
る
が
い
つ
の
時
代
の
も
の
か

は
不
明
。
同
様
の
文
字
の
刻
ま
れ
た
石
材
は
、
北
翼
廊
の
東
外
壁
西

側
（
内
側
）
の
壁
材
と
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
の
中
か
ら
も
何
点
か

確
認
さ
れ
た
。
ア
ル
フ
ァ
、
ベ
ー
タ
、
ニ
ュ
ー
な
ど
の
文
字
が
視
認

で
き
、
両
端
に
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
刻
ま
れ
た
も

の
も
見
ら
れ
た
。
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（
八
）
北
側
廊
と
身
廊
の
仕
切
り
に
使
わ
れ
た
石
材
に
刻
ま
れ
た
文

字
（
図
８
）

　

北
側
廊
と
身
廊
を
仕
切
る
列
柱
台
座
４
番
と
５
番
の
間
の
パ
ラ

ペ
ッ
ト
５
の
南
側
に
パ
ラ
ペ
ッ
ト
の
積
石
と
し
て
再
利
用
さ
れ
た

柱
の
台
座
の
側
面
（
パ
ラ
ペ
ッ
ト
最
上
部
）
に
シ
ー
タ
と
ベ
ー
タ
の

二
文
字
。
シ
ー
タ
は
ベ
ー
タ
に
対
し
て
九
〇
度
回
転
し
た
形
で
刻
ま

れ
て
い
る
。
文
字
の
大
き
さ
は
シ
ー
タ
が
〇
・
〇
三
四
×
〇
・
〇
三
七

メ
ー
ト
ル
、
ベ
ー
タ
が
高
さ
〇
・
〇
六
メ
ー
ト
ル
。

（
九
）
ア
ト
リ
ウ
ム
の
瓦
礫
か
ら
発
見
さ
れ
た
建
築
部
材
（
Ｄ-

38
、

図
９
ａ
・
図
９
ｂ
）

　

昨
年
度
の
出
土
碑
文
の
概
要
に
お
い
て
（
三
）
と
し
て
記
載
し
た

石
材(

図
９
ａ)

に
つ
い
て
（
２
）

、
本
年
度
、
石
の
形
状
を
検
討
し
直
し
、

本
稿
（
一
）
の
葬
礼
記
念
碑
と
同
様
の
円
筒
形
で
あ
っ
た
も
の
が
、

後
に
教
会
建
築
の
部
材
に
転
用
さ
れ
る
際
、
直
方
体
状
に
加
工
さ
れ

て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
の
際
、
削
り
残
さ
れ
た
部
分
か
ら
さ

ら
に
文
字
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た(

図
９
ｂ)

。
刻
ま
れ
た
文

字
は
そ
れ
ぞ
れ
鮮
明
で
あ
っ
た
が
、
裏
側
に
残
さ
れ
て
い
た
文
字
は

各
行
一
～
二
文
字
に
す
ぎ
ず
、
有
意
の
復
元
を
行
う
こ
と
は
困
難
で

あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
知
見
に
よ
り
、
こ
の
碑
文
が
全
体
で
一
三
行

か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

注（１
）
女
性
の
名
前Λ

Α
Λ

Λ
ΙΩ

に
近
い
名
前
と
し
て
は
、Λ

Α
Λ

Λ
Α

お

よ
び
そ
れ
に
類
す
る
名
前
が
あ
る
。Λ

Α
Λ

Λ
Α

と
い
う
名
は
小
ア
ジ

ア
に
多
く
、
と
く
に
ト
ロ
ス
を
含
め
て
リ
キ
ア
地
方
で
多
く
知
ら

れ
て
い
る
。L. Zgusta, K

leinasiatische Personennam
en, Prag 

1964, 266-267, §790-6

参
照
。PH

I #7 (http://epigraphy.
packhum

.org/inscriptions/)

お
よ
びSE

G

に
よ
れ
ば
、
ト
ロ
ス

で
はT

A
M

 II 603, 618, 628, 638

お
よ
びSE

G 27. 938

の
五
例

が
あ
る
。

（
２
）
拙
稿
「
二
〇
一
〇
年
度
発
掘
調
査
に
よ
る
ト
ロ
ス
教
会
聖
堂
出
土

碑
文
の
概
要
」『
史
苑
』
七
一―

二
（
二
〇
一
一
）
一
一
六
頁
。

（
千
葉
商
科
大
学
商
経
学
部
教
授
）



－  160  －

ト
ロ
ス
教
会
聖
堂
出
土
碑
文
の
概
要
（
師
尾
）

－  161  －

図 1ａ 図 1ｂ 図 1ｃ

図 2ａ 図 2ｂ

図 3ａ 図 3ｂ 図 4



－  160  －－  161  －

史
苑
（
第
七
二
巻
第
二
号
）

図 5 図 6

図 7 図 8

図 9ａ 図 9ｂ
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The Basilica Project, 2011: Inscriptions

MOROO, Akiko

　　During the summer season of 2011 we found a dozen inscriptions 
including an inscribed grave altar, two inscriptions on the wall. We post a 
brief description and photographs of the monuments.


